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ＩＳＢＮ（国際標準図書番号）規格改定等について お知らせ 

 

平素は当センターの業務にご理解、ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、昨年10月に開催されたＩＳＢＮ加盟国総会において以下の事項が決議されました。 

本日ご案内するＩＳＢＮの規格改定に関する決議事項は以下の通りです。 

今回の規格改定は、英語圏諸国（アメリカ・イギリス・カナダ・オーストラリア・ニュージーランドなど国記号０、１）

からの提案を受けて４年間にわたり協議された結果です。 

基本システムの変更は、出版者、流通業者、データベース作成者及びその利用者に対し、莫大な労力と費用を

強いるものですが、わが国では出版者記号が払底し接頭数字９７９を使用しなくてはならない状況はなお相当期

間先になると推定されますので、今回は下記ご案内のように、比較的少額の費用で実施できるよう国内基準を

決定いたしました。 

国際基準の改定準拠は、わが国も国際社会の一員である以上避けて通ることはできません。 

何卒ご理解をいただき、ご協力くださいますよう、お願い申し上げます。 

 

１． 任意団体である「ＩＳＢＮ国際センター」を法人化し、国際本部をベルリンからロンドンに移転する。

２． 35年間にわたり、ドイツ連邦共和国国立図書館及びプロイセン財団が負担し、加盟国に費用の分担を求め

てこなかった運営費を、今後３年かけて加盟各国が分担する方法に変更する。（別途ご案内します。）

３． ＩＳＢＮの規格を現行10桁から13桁に改定する。

４． Ｗｅｂ上のデジタルコンテンツにＩＳＢＮを付与することを可能とする。（ご案内を同封してあります。）

(1) 2007年以降ＩＳＢＮの規格は１３桁とし、流通コードの国際標準であるＥＡＮコード（わが国ではＪＡＮコード）と

一致させる。

(2) コードの構成は現行の１０桁の頭に978（ＥＡＮ書籍出版業コード）を挿入し、チェックデジットを再計算する。

（現在の計算方法とは異なる。）

(3) 2007年以降現行の出版者記号が払底して割当不能になった国（言語圏・地域）は、接頭数字979を取得でき

る。

(4) 2006年までを移行期間とし、ＥＡＮ（書籍ＪＡＮ）コードの記載ない場合は、現行ＩＳＢＮと新ＩＳＢＮの併記を推

奨する。（わが国ではＪＡＮ記載が普及していることと、後刻旧コードを削除するなどの理由で採用しませ

ん。）

(5) 2007年以降、現行のＩＳＢＮは無効となる。

◆重要保存◆ 改定ＩＳＢＮガイドライン

★実施時期は２００７年１月１日★ 

「改定実施の要領」- - - - 文中の図版は原寸ではありません。 

[実施時期]

○ 2007年１月１日以降に刊行する新刊本・重版本は改定13桁を表示する。

○ 同日以降、既刊本（在庫本）は可及的速やかに改定13桁に書き換える。

[改定１３桁のコード作成（新刊本の割り当て）]

○ ＩＳＢＮ978-4-出版者記号-未割り当ての書名記号-チェックデジット 

チェックデジットの計算式は現行10桁とは異なる。【計算方法は3頁[[参照(1)]】
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[書き換え方法（既刊本・重版本）]] 13桁に書き換え検算

○ ＩＳＢＮ10桁表示の既刊本（在庫本）は可及的速やかに改定13桁に書き換える。

○ ＩＳＢＮに続き9978-を挿入、4-出版者記号-書名記号-チチェックデジットの再計算で算出。 

 書き換え事例・・・ 現行10桁・・・ＩＳＢＮ4-949999-08-7

  改定13桁・・・ＩＳＢＮ978-4-949999-08-3

○ わが国は移行期間中に新・旧コードの併記は採用しないが、輸出（客注品等の少量は除く）に際しては相手

国の流通業者に相談する。ＪＡＮ一段目の表示は必須です。 

ＪＡＮ二段目、Ｃ分類・￥価格Ｅは国際的には無効ですから表示しない。 

[表示・記載方法] と [読み取り機器の対応]

○ 改定表示時点から、現在標準化しているＩＳＢＮコード表４表示のＯＣＲ－Ｂフォントを廃止するが、表示は目

視可能な11級以上のサイズ（書体は自由、OCR-Bも可）を標準とする。価格の ・￥いずれも可。

○ 読み取り機器の対応は国際標準の書籍ＪＡＮコード（ＥＡＮ）の表示を標準とします。 

＊書籍ＪＡＮの表示使用には登録申請手続きが必要です。当センターに届出をお願いします＊

○ 書籍ＪＡＮの表示に関するコード体系や運用・表示規定等に一切変更はない。

○ 奥付も改定１３桁のＩＳＢＮを記載する。【表４の書き換え事例は[[参照(2)]】 

【注B】標準表記の変更理由は５頁参照。 

[スリップ標準仕様]

○ 注文カード部分のＩＳＢＮコードはＯＣＲ－Ｂフォント表示を廃止する。 

機器読み取りコードの標準は書籍ＪＡＮの一段目の表示と、13桁ＩＳＢＮコードを目視可能な11級以上（書体

は自由）で表示する。【標準仕様のサンプルは[[参照(3)]】

○ 売上カード部分は主に出版者が利用するので仕様と表示は自由とする。 

[基本システム]

○ 現行の10桁システムを運用した『出入り口調整』を推奨する。【【注C】参照 

ただし、わが国が[979]を取得して使用を開始する時には基本システムの変更が必要となる。 

【参照】

【参照(1)】13桁ＩＳＢＮのチェックデジットの計算方法（書籍ＪＡＮの計算式に同じ） チチェックデジット検算

 （13桁コードの左から奇数桁の数字の合計×１）と（偶数桁の数字の合計×３)の合計を求める。次に10－（求

めた合計の下１桁の数字）＝チェック数字。ただし、求めた下１桁が０の場合はチェック数字を０とする。

＜計算事例＞  フラグ  国  出版者記号  書名記号  チェック数字

ＩＳＢＮ 978 4 949999 08 ?

奇数桁合計×１   9＋8＋9＋9＋9＋0＝44 44×１＝44

偶数桁合計×３   7＋4＋4＋9＋9＋8＝41 41×３＝123

  44＋123＝167   10－7＝33

完成13桁ＩＳＢＮ  ＩＳＢＮ978-4-949999-08-3 

書籍ＪＡＮ１段目（現行通り）9784949999083 

同上の２段目（現行通り）192 分類４桁 価格５桁で上記計算の上チェック数字算出

【参照(2)】現行１０桁の標準表示と改定１３桁の標準表示 ＜比較事例・左綴じ本＞

現行標準表示 改定標準表示

書籍ＪＡＮとＯＣＲ‐Ｂフォント 書籍ＪＡＮと11級以上サイズ（書体は自由）
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 書籍ＪＡＮの表示に関する印刷条件や位置に一切変更はない。

【参照(3)】スリップの標準仕様 サイズ 四・六判 36面取り（45ミリ×260ミリ） 

 
書籍ＪＡＮの印刷位置はバーの天地各5㍉以上、左右10㍉以上の余白が必要。 

【注】

【注A】◇ 改定の対応に際しては下記事項をできる限り考慮しました ◇ 

基本方針

1) 改定国際基準に準拠する。日本独自のコード体系等の研究・開発は行わない。

2) 対応策の策定には、わが国の流通事情や前提条件等を考慮する。

3) 対応には出版界として労力・コスト負担は避けられないが、できる限り少ない費用での対応に努力する。

前提条件

1) ２００７年１月以降現行ＩＳＢＮ１０桁コードは無効となる。ＪＩＳ規格も改定される。

2) ９７８に続く国記号４の発行満了後は９７９を取得できるが、その時期は近い将来には考えにくいと判断して、

当面わが国の実情に合わせたシステム対応を策定する。 

９７９取得後は基本システムの変更が要るので、マネジメント委員会は９７８の登録発行状況を把握して９７９

取得の数年前に予告する。９７９の運用開始には基本システムの変更や出版物の書き換えをすべて完了さ

せることが必要となる。 

3) 国際規定により９７９取得コードは９７８の現行コードと必ずしも一致しない。

4) 改定実施の２００７年以降、わが国の流通事情により新・旧コードの混在を想定したシステム対応が要る。当

面１０桁基本システムを運用して、１０桁・１３桁の「出入り口調整」処理を推奨する。

5) ２００７年には英語圏で９７９表示本の出現が予想される。

6) 国際本部は移行期間中のＥＡＮ（ＪＡＮ）コード表示のない場合の新旧併記を推奨している。既に併記本の出

回りが確認された。わが国はＪＡＮ表示が概ね普及していること、コードの改定後に再度旧コードを削除する

ための労力やコストがかかることから、併記は行わない。 

【注B】ＯＣＲ－Ｂフォント（光学機器による読み取り専用文字）は読み取り精度や速度、コストの点においてＪＡＮ

に比較して劣る。現に使用している業界も少なく、将来的にも低コストの開発は期待できないとの判断から、機

器読み取り対応表示（スリップも含む）は書籍ＪＡＮを標準とした。雑誌は２００４年６月からＪＡＮ読み取り機器対

応が標準化されている。 

【注C】10桁基本システムを運用する。13桁コードを読み取り、コンピュータに取り込むときに978をはずしてチェッ

クデジットを再計算し、10桁化されたコードを取り込む。また、13桁コードを求められた場合には、978をつけてチ

ェックデジットを再計算し、13桁化したコードを提供する。 
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なお、改定に関するＱ＆Ａ集を当センターのホームページhttp://www.isbn-center.jpに掲載しました。質問は専

用ページをご利用下さい。ＦＡＸ、書面でもお受けします。 

＜ＩＳＢＮ出版者記号・出版者名称・お名前・電話、ＦＡＸ番号・ご住所を明記してお送り下さい＞  一時的に質問

の集中が予想され、ご返事が遅れることがあります。予めご承知願います。  

〒162-0828 東京都新宿区袋町６ （ＪＰＯ）日本図書コード管理センター宛  

ＦＡＸ 東京03-3267-2304 

規格改定の説明会開催について

出版関連諸団体様の開催希望に限り、ご相談させていただきますので、当センター事務局までご連絡下さい。

＜電話03-3267-2301 担当 関口・田宮＞ 

☆ご案内☆

*（有限責任中間法人）日本出版インフラセンター（ＪＰＯ）の設立構成団体は

 

（社団法人）日本書籍出版協会  （社団法人）日本雑誌協会  

（社団法人）日本出版取次協会  日本書店商業組合連合会 

（社団法人）日本図書館協会  の出版関連５団体です。 

設立趣旨や活動内容はhttp://www.jpo.or.jp/でご覧いただけます。

* 日本図書コード管理センターは（ＪＰＯ）の一部門でＩＳＢＮ日本センターの役割と書籍ＪＡＮコードの窓口も兼務

しております。

 

当センターのホームページでは全登録出版者の基本情報・ＩＳＢＮ／書籍ＪＡＮ登録案内・頒布物案内・各種変

更届・チェックデジット検算・お知らせ等を公開しています。 

http://www.isbn‐center.jpまたは検索エンジンで 日本図書コード管理センター

ＩＳＢＮ登録者様へ ○ 公開中の貴出版者の基本情報を出版者検索で確認してください。 

住所など変更がございましたら変更届のご提出をお願いします。 

  ○ 取引先の印刷会社やフィルムマスタ製作会社等へ改定実施のガイドラインをご通知下さ

い。

  ○ お手元のＩＳＢＮ１０桁用コードリスト（チェックデジト計算済）及び計算ファイル（ＦＤ）は改

定１３桁には使用できません。新たに１３桁対応の頒布を２００６年夏ごろに予定します。

ホームページでもチェックデジットの検算が可能になります（無料）のでご利用下さい。

  ○ 「実施の手引書」（改訂７版）も同時期に刊行、頒布を予定します。

HOME / 日本図書コードとセンターの役割 / 取得のご案内 / “取得手続きの要点”ご案内 

修正届け出 / 頒布物申込 / リンク集 / お知らせ / お問合せ 

出版者検索 / チェック・デジット検算 
 

(C)copyright Japan ISBN Agency 2005-2007. 
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１３桁ＩＳＢＮ“国内標準ガイドライン”追補版

重要保存

２００６年４月
（ＪＰＯ）日本出版インフラセンター

日本図書コード管理センター

マネジメント委員会

２００７年１月に１３桁ＩＳＢＮ国際規格の運用が全世界で開始されます。わが国もその運用の方法などを“改定

ISBNガイドライン”としてお伝えしましたが、詳細につき業界標準を追補しましたのでご案内します。規格改定の

運用に際しましては出版界や図書館など関連各位のご理解とご協力をお願いいたします。 

なお、規格改定の運用にともない、今後流通で使われるＩＳＢＮコードの光学機器による読み取りはＯＣＲ－Ｂフ

ォントを２００７年刊行の新刊から順次廃止して、バーコード（注）表示による読み取りを標準といたします。したが

って本体裏表紙と注文補充スリップの該当部分は書籍専用のバーコード表示が標準になります。

新刊本 の１３桁ＩＳＢＮ表示は【新国際規格に完全準拠】します。

○２００７年１月１日以降取次・書店などで搬入又は発売され、奥付の発行年月日が同日以降の新刊行物（ＩＳＢ

Ｎの書名記号が新たに付与されるもの）すべてが対象となります。 

○奥付のコード表示

   ・目視できる書体で１３桁ＩＳＢＮコード（４箇所のハイフン必要）の表示が必須です。

   ・分類コードと価格の表示は出版者の自由です。

   ・奥付やスリップのコード表示は表紙のコードと完全一致するよう、校正は同一者が行ってください。

○表紙のコード表示『商品本体の表紙４頁目（裏表紙）の最も外側…カヴァーやケース』

   ・書籍専用の２段バーコードを表示しますが、サイズ・位置・印刷の規定条件は光学機器読み取りの基準なの

で現行規定を厳守してください。

   ・ＩＳＢＮ１３桁（４箇所のハイフン必要）とＣ分類４桁コードと￥本体価格Ｅの文字コードは目視できる書体（サイ

ズ９Ｐ又は１１級以上）で表示します。位置はバーコードの端から１０ミリ離した、左か右または下のいずれか

に表示します。バーコードと異なり、光学読み取りしませんので従来の白地に墨印刷等の条件はありませ

ん。目視ができれば白抜きでも可能です。従来ＯＣＲで使用した は、通常使用されている￥記号の使

用もできます。

○スリップのコード表示

   ・注文カード部分ＩＳＢＮ文字コードのＯＣＲ－Ｂフォント表示による機器読み取りを廃止します。改めてバーコー

ドの一段目（バー下の添え数字９７８で始まる１３桁数字も含む）を表示します。印刷条件は現行規定を厳守

してください。

   ・売り上げカード部分のコード表示は出版者の自由ですがＩＳＢＮ１０桁表示は無効で使用することはできませ

ん。

以上の新刊本に旧１０桁ＩＳＢＮを表示した場合はエラーコードに該当し、１３桁に訂正していただくことになりま

す。

既刊本 の書換え（１３桁化）表示は【新国際規格の準拠を目標】とします。

既に表示されている１０桁コードのままでも、新しく１３桁に書き換えたコードでも流通上の支障はありません。本

体とスリップに表示されている３箇所のコード表示が１０桁と１３桁の不一致があっても流通できます。

○１３桁への書換えは必須条件ではありません。当面１０桁コードの表示のままで流通上の支障はありません。

出版者の判断で一斉に書換えるなり、重版、改装材料の製作などの際に順次書き換えるなどして可能な限り

速やかに１３桁に書換えるように努力してください。書換え本の奥付・スリップ・表紙のコード表示が新旧不一

致であっても、同じ本に新旧コード混在があってもバーコード表示があれば流通上の支障はありません。ただ

しバーコードがないと流通上の作業工程に負担となりますし、事故処理扱いなど、標準作業に組み込まれな

い事態になりかねません。
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○１３桁に書換える際の各々の表示方法等は上記の新刊本と同じです。

輸出本ＩＳＢＮ対象品 の表示は【新国際規格に完全準拠】します。

○出版物（ＩＳＢＮ付与品）を輸出する場合は下記事項（国際標準規格）を遵守してコードの表示を行ってくださ

い。

    ２００７年１月１日以降、国際規定により１０桁ＩＳＢＮは一切無効です。  

１３桁ＩＳＢＮとバーコードの一段目を表示します。表4の印刷条件は白地に墨印刷が世界標準です。国によっ

て表示位置やフォント、サイズ等が異なりますので、輸出先流通業者に相談してください。 

わが国が採用しているＣ分類と￥本体価格Ｅ及びバーコードの２段目は表示しません。

 

以上、わが国がＩＳＢＮ９７９を獲得、使用開始するまでの“国内ガイドライン”です。９７９の獲得予告はその数年

前に行います。その際はシステム及び現品表示は完全１３桁化を実行することになります。当マネジメント委員

会はその時期を想定することが現状困難であるとしましたが、近い将来に予告することはないとも判断しました。

 

（注）文中のバーコードはすべて書籍ＪＡＮコード（書籍専用の２段バーコード）を意味します。表示（使用）するに

は管理元である（財）流通システム開発センターに登録申請が必要です。申請の窓口は日本図書コード管理セ

ンターなのでご連絡をお願いします。当センターのホームページでも登録案内をご覧いただけます。登録申請書

のダウンロードができます。

※簡易変換システム[１０桁→１３桁／チェックデジット検算付]は当センターのホームページで公開しますので容

易に利用いただけます。

※１３桁対応の『手引き書－改訂７版－』や『１３桁コードリスト』は今夏に頒布する予定です。後刻頒布方法など

をホームページ等でご案内します。

※お手元のコードリスト（１０桁専用）は今年内に発行する書籍に割り当てができますが、２００７年１月発行分か

ら使用できません。９７８を挿入しただけでは無効です。最後のＣ／Ｄを再計算しなければ新１３桁コードは完

成しませんので、ご注意下さい。

☆日本図書コード管理センター 事務局 

 〒１６２－０８２８ 新宿区袋町 ６ 日本出版クラブ会館 ２Ｆ 

 Tel ０３－３２６７－２３０１  

 Fax ０３－３２６７－２３０４ 

 URL http://www.isbn-center.jp 

 

☆日本図書コード管理センター マネジメント委員会構成団体 

 （中間法人）日本出版インフラセンター 

 （社団）日本書籍出版協会（書協推薦による日本児童図書出版協会・教科書協会・大学出版会・ 

出版梓会・歴史書懇話会・自然科学書協会の会員社と事務局） 

 （社団）日本雑誌協会  

 （社団）日本出版取次協会  

 日本書店商業組合連合会  

 国立国会図書館  

 （社団）日本図書館協会  

 （財団）流通システム開発センター 

 ８団体と学識経験者２名の総２９名委員と事務局３名の構成です。 

 

 

新新１３桁ＩＳＢＮコードの作り方 

（Ｃ分類と価格コードは現行通りの運用です） 

 

国記号、出版者記号、書名記号のルールは変わりません。現在使われているバーコードの９７８書籍体系に完
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全一致します。従ってC／D再計算式はバーコードの計算式と同じです。既刊書の書換えの際にバーの表示が

あればバー１３桁目の最後の数字がC／D ですから新ＩＳＢＮは簡単に決まります。バーコードがないものはC

／Dの再計算が要ります。現行１０桁目のC／Dは使用できませんので下記の計算方法で再計算します。お手

元のコード台帳（C／D計算済み）やコード台帳作成ファイルは１０桁専用ですから今年内に発行される書籍に

有効ですが、１３桁コードにはまったく無効です。 

 

○現行の１０桁規格の“ＩＳＢＮ”に続けて９７８－を挿入して最後のチェック数字を再計算する。計算式は下記

の方法で算出した１桁数字を１３桁目に置いて完成する。１０桁の計算式と異なるので、必ず再計算してくださ

い。答えは１０桁のそれとは異なりますが、まま一致することもあります。ただし、１０桁コードで出現した１０＝Ｘ

という答えはありません。答えは０～９のいずれか１桁数字です。 

１３桁ＩＳＢＮの１３桁目のＣ／Ｄ算出計算式 

C／Dを除く１２桁コードの左から（奇数桁の数字の合計×１）と（偶数桁の数字の合計×３）の和を求める。次

に１０－（求めた和の下１桁数字）＝チェック数字。ただし下１桁数字が０の場合はチェック数字も０とする。 

 

 ＩＳＢＮ９９７８－４－出版者記号－書名記号－チチェック数字 合計１３桁  

出版者記号が６桁者の事例

 現行１０桁  ＩＳＢＮ４－９４９９９９－０８－７

 新１３桁  ＩＳＢＮ９９７８－４－９４９９９９－０８－３３

完成した新１３桁ＩＳＢＮはバーコードの１段目の数字に完全一致する。 

           ９７８４９４９９９９０８３  

バーコードの２段目は現行のとおり１９２と分類４桁と価格５桁とＣ／Ｄの計１３桁。 

HOME / 日本図書コードとセンターの役割 / 取得のご案内 / “取得手続きの要点”ご案内 

修正届け出 / 頒布物申込 / リンク集 / お知らせ / お問合せ 

出版者検索 / チェック・デジット検算 
 

(C)copyright Japan ISBN Agency 2006-2007.
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